
1

芦 生 演 習 林 の 鳥 類 相

渡 辺 弘 之 ・ 二 村 一 男

Avifauna in the Ashu Experimental Forest of Kyoto University 

        Hiroyuki WATANABE and Kazuo NIMURA

目 次

要 旨1

は じめに1

調査地および調査方法2

調査結果および考察3

1.芦 生 演習林の鳥類目録

2・ 線 セ ソ サ ス に よ る 個 体 数 調 査

3.摂 食 物 調 査

引 用 文 献13

RBsume.............................................18

要 旨

京都 大学芦生 演習林において,82種 の 鳥類が記録 された。

線 セ ンサス法 に よっての個体数調査 を3つ の コースで,1969年 お よび1970年 の5月 に行な ったが,

種 類数 は0.3-一 一1.3/ha,個 体 数は0.3～2.2/haで あ った。

鳥類 の摂食物調査 を20種25例Y'つ い て行 なったが,ハ ギマ シコ,カ ヤ クグ リ,カ ヶス,ヤ マ ド

リ,カ ワガ ラスのぞ嚢 ・砂嚢 か ら,砂 粒が検 出 され た。

は じ め に

由良川の源流にあ る京都大学芦生演習林は,い わゆ る原生林で,そ の自然の よく保たれて いるこ と

と,規 模 の大きい ことで知 られてい る。すでY>w..,中井(ユラ)によって 「植物学を学ぶ者は一度は京大の芦生

演習林 を見 るべ し」 と紹 介されてい るほ どであ るが,最 近では生態学会を中心に,こ の原生林の保存

が強 く要望 され ている し,国 際生物学 事業 計画(IBP)の 自然保護研究 グル ープでは芦 生演習林を 自

然保護 の観点か らの研究地域 の一 つY'指 定 しているほ どであ る(ら)。
2)3)

芦生演習林を 中心 とす る芦生原生林の鳥類相の調査は白井 ・松本が,芦 生演習林を1942.43年 に

訪れたときの観察を,わ ずかに残しているだけで,今 まで全 く調査されていない。著者 らは1966年 以

来,鳥 類相の調査をつづけてきたが,芦 生演習林の鳥類相を調べてお くことは,原 生林保護の重要性

を指摘する参考資料(の)となるし,ま た,演 習林の経営を考えるにも参考となると思われるので,現 在ま

でに芦生演習林内および隣接地域で確認できた82種 と線センサスによる個体数や摂食物Y'つ いての調

査をあわせて報告することにした。

京都市近郊の天然記念物 比叡山鳥類繁殖地の鳥類が,観 光開発によって急激に少なくなったと聞

くとき,こ の芦生演習林を中心 とする天然林地域が鳥類繁殖地 としての重要な役割をはたしているこ

とはまちがいない。すでに,芦 生演習林の鳥類については,1968年3月10日NHK自 然とともに
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・雪の演習林",1969年3月30日NHKT.V.自 然のアル・ミム"芦 生原生林"で 放送されたことが

ある。

本文に先だって,常 々 ご教示をいただいている高知大学農学部教授 小島圭三,日 本鳥学会評議

員 小林桂助,日 本野鳥の会京都支部 伏原春男氏に厚 くお礼申し上げる。

調査 地 お よび調査 方 法

芦生演習林は由良川の源流Y'位 置し,そ の面積は約4200ヘ クター一ルであるが,隣 接地域とともに,

芦生原生林と呼ばれているように,自 然景観はきわめて よく保存されている。大部分の面積はブナ,

ミズナラ,ス ギを主とする温帯性樹種で占められているが,植 物相は豊富で,分 布上貴重なものをい

くつか含んでいる。岡本(の)によって記録されている植物は シダ類を含めて,860種 にも達している。標

高は360.959m(三 国岳)で あるが,裏 日本型の気象条件の影響を受け,芦 生(標 高359m)の 平

均気温は13.5℃,平 均降水量は2523mm,長 治谷(標 高640m)で は平均気温1L3℃,平 均降水

量は2788mmで あるが,冬 期は芦生で1.5m,長 治谷では2～3mの 積雪に覆われる。

本報に記録した鳥類の調査範囲は京都府北桑田郡美山町芦生の京都大学芦生演習林を中心 とした

が,隣 接する地域のものも,こ れにつけ加えた。鳥類 目録には著者らが直接観察または捕獲したもの

(学術研究のための捕獲許可による),白 井 ・松本(のの)の記録したもの,お よび芦生演習林に保存されてい

る標本も,こ れにつけ加えておいた。また,目 録には,観 察例の少ないものは観察 日時を記録し,観

察記録をできるだけつけ加えておいた。
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線セ ソサス法に よる個体数調査は林 内歩道Y'そ って,1969年5月23日 と1970年5月27日 に行な っ

た。 記録範 囲は両 側25mの 標 準(の)に従い・面積あた りの個体数・種類数,kmあ た りの個体数,種 類

数お よび優 占度(全 体 に対す るその種 の個体 数)を 調ぺ た。

線セ ソサス区間は図1に 示 した3つ の コースで行 なった。

A:池 の 谷一長治谷:広 葉樹の択伐が行 なわれ,ス ギが多 い ところ,尾 根 通 りの コース

B:長 治 谷一杉尾峠(上 谷):天 然 林が よ く保存 されて いる沢沿 いの コース ー部 に ミズナ ラの純

林,野 田畑湿原を含んでい る。

C:杉 尾峠一 横山峠(ヒ ツクラ谷):ブ ナ ノキ,ミ ズナ ラ,ス ギを主 とす る天 然林カミよく保存 され

てい る谷沿い の コース

摂食物の調査 は学 術研究のための捕獲許可お よび狩猟に よって捕獲 された鳥類 の曝嚢 ・砂嚢を と り

だ し,内 容物を種類分け し,そ の数を調べた のち,乾 重量を測定 して おいた。

調 査 結 果 お よび 考 察

1.芦 生 演習林,鳥 類 目録

Passeresエ ン ジャク目

Corvidaeカ ラス科

CorvuscoroneorientalisEversmannハ シボ ソガ ラス

芦生 の部落付近 とケヤキ坂 ・長治谷の2ヵ 所 に周年生息する。

GarrulusglandariusjaponicusTemminck&Schlege1カ ケス

最 も個体数 の多いものの一 つで,周 年生息す る。河原に おいて ゴ ミや イノ シシの死 体 を つつ い た

り,畑 にお いて摂食す るもの も見 かける。10月 初 一中旬に,三 国峠か ら野田畑方面に連 日,数 羽～30

羽 く らいの群で,上 空を帯 のよ うに移動 し,一 日中 途切れ ることが なか った 。 この地 方ではカ シ ド

リと呼 んでいる。

Ploceidaeキ ンパ ラ科

PassermontanussaturatusStejnegerス ズ メ

定着せず,い つ も数 日間の滞在 であるが,12～3月 の積雪期に見 られ ることが多い。個体 数は1～

数羽で,芦 生の部落内に限 られて いる。

Fringillidaeア トリ科

Eophonapersonatepersonata(Temminck&Schlege1)イ カル

4月 下 旬か らさえず り始め,5月 上 旬には群Y'な って移動す る。周 年 生 息 す るが,冬 期 は2～3

羽 のこ とが多 く,ヌ ルデの実を食べた り,カ エデ類の新 芽 を 食 べ た りして い る もの を 観 察 して い

るo

Chlorissinicaminor(T.&S.)コ カ ワラ ヒワ

20,iv.,21.v.芦 生,13-一 一16.vi.'69イ タ ドリ谷 の数 回しか確認 していない。

Cayduelisspinus(Linnaeus)マ ヒ ワ

8・X1.,'68四 ノ谷,19.1.,20.iii.,2.iv.'69内 杉 谷 多 くない。

Uragussibiricussanguinolentus(T.&S.)ベ ニマ シコ

11月 下 旬か ら3月 下旬に内杉谷,ヒ ツクラ谷 の林道沿いにみ られ,と くに,1月 下 旬に は6～7羽

の群の ことが多 い。

PyrrhulapyrrhulagriseiventrisLafresnayeウ ソ
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13.ii.'69ミ ズ メの新芽を食ぺ る。13.20.iii.'69ウ ワ ミズザ クラに3～5羽 の群20.iii .
'70ソ メイ ヨシノの新芽 を食ぺてい る

。

FringillamontifringillaLinnaeusア ト リ

28・x・68芦 生 クマノ ミズキの実を食ぺ に くる。21・x・6930～40羽 の 群 野 田畑10月 下

旬か ら2月 中旬 まで観察で きるが,こ の地方 では,群 になって飛 ぶ この鳥を ムラスズ メと呼び,こ の

鳥が渡来す る と雪が近い といわれて いる。

Leucostictearctoabrunneonucha(Brandt)ハ ギ マ シコ

2月 上旬か ら3月 下 旬まで,10羽 く らいの群で,芦 生の川原の砂や土のでてい るところにお いて摂

食 しているものを観 察 している。

本 州中部 以西 では稀 とされている。

EmbeyigaeleganselegansTemminckミ ヤ マホ オジロ

きわめて少な いよ うで,10.ii.69内 杉 谷13.iv.69野 田畑で観察 した のみ。

EmberizaspodocephalapersonataTemminchア オ ジ

ミヤマホオ ジロよ りは多い よ うであ るが,低 木の中を漂行す るので,確 認 はむつか しい。10月 下 旬

か ら4月 中旬に観察 してい る。

EmberizacioidesciopsisBonaparteホ オ ジ ロ

周年生息 し,最 も普通 な ものであ るが,林 縁や伐採跡地に多い。10月 下 旬か らは10～20羽 の 群に

な る。

EmberizarusticslatifasciaPortenkoカ シ ラダカ

10月 下 旬に飛来 し,4月 上 旬 までみ られ る。 ホオジ ロにま じる ことがあ るが,野 田畑湿原,内 杉谷

林 道沿いに多い。

Motacillidaeセ キ レイ科

AnthushodgsomhodgsoniRichmondピ ン ズィ

19.i.68口 芦 生

MotacillagrandisSharpeセ グ ロセキ レイ

芦生 付近に周年生息 し,川 原,田 畑 にお りて摂食 してい る。16.iv.70倉 庫 の軒に営巣。

Motacillacinereacaspica(S.G.Gmelin)キ セ キ レイ

3月 下旬に渡来 し,9月 下 旬に渡去す る。冬期間はい ない。 セ グロセキ レイ との混在地ではセ グロ

セキ レイが追 い払 うことが多い。 内杉谷,下 谷,長 治谷 の林 道沿 いにみ られ る。16.v.698.v.70

営 巣,雛 は と もに4羽 。

Zosteropidaeメ ジ ロ科

ZosteropspalpebrosajaponicaT.&S.メ ジR

15.ii.69内 杉 谷 ヤマウル シの実 を食ぺ る。21.x.69オ オ ノ谷11-15.ii.70芦 生 残

ってい る実を食ぺY',カ キ ノキY'た くさん集 まる。

Cesthiidaeキ パ シ リ科

CerthiafamiliarisjaponicaHartertキ バ シ リ

20・xii.68上 谷 ブナノキの幹 に2羽,12.ii.69ス ギ の幹 に2羽 。19.vi.69芦 生 ケヤ

キの幹 にコゲラ と一緒。

Sittidaeゴ ジ ュウカ ラ科

SittaeuropaeahondoensisButurlinゴ ジ ュウカラ

内杉谷,ケ ヤキ坂,三 国峠,枕 谷,本 流中山,岩 谷の ブナノキ,ミ ズナラ,カ エデ類 の大木 で,か
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な りよく周年 み られ る・

Paridaeシ ジ ュウカ ラ科

PayusmajorminorTemminch&Schlege1シ ジ ュウカラ

最 も個体 数の多い ものの一つで,林 内に広 く周年生息 し,人 家 の近 くに も来 る。 ツル マサキ,カ キ,

ヌルデの実,ヤ ナギの花穂 な どをつつ き,コ ガ ラ,ヤ マガ ラ,エ ナ ガ,コ ゲラ,ゴ ジュウカラな ど と

一緒の ことも多い。

ParusvariusvariusTemminch&Schlege1ヤ マ ガ ラ

林内に広 く周年生息す るも,個 体数は シジzウ カラよ り少 ない。 ツルウメモ ドキ,ヌ ルデ,カ キの

実を食べ る。18・iv・69オ ニ グル ミの幹の穴 に営巣・巣箱を よ く利 用してい る。

ParusatricapillusrestrictusHellmayrコ ガ ラ

周年 生息 し,4～5羽 で漂行 している ことが多 く,リ ョウブの実,ヤ ナギ類の花穂を食べ る。 シジ

ュゥカ ラに まじることもあ る。

ParusaterinsularisHellmayrヒ ガ ラ

周年林 内に広 く生息す るが,個 体数 は シジュウカ ラ,コ ガラに比較 して著 し く少ない。

Aegithaloscaudatustririrgatus(Temminch&Schlege1)エ ナ ガ

個体数多 く,よ く観察 され る。 シジュウカ ラ,コ ガ ラと一 緒の ことも多い。 冬期には残 ってい るカ

キの実を食べに集 まるo

Laniidaeモ ズ 科

LaniusbucephalusbucephalusTemminch&Schlegelモ ズ

周年 生息 し,よ く観察で きる。

Bombycillidaeレ ソ ジ ャク科

BombycillagarruluscentralasiaePaljakovキ レ ンジ ャク

20.xii.68内 杉 ・ヒツクラ谷間尾根 ブナ ノキの枝に5～6羽 が とまっていたのを見たのみ。 ヤ

ドリギを好む といわれてい るが,芦 生演習林 内の ブナノキ,ミ ズナラにはヤ ドリギの寄 生 した ものが

多い。

Pycnonotidaeヒ ヨ ドリ科

Hypsipetesamaurotisamaurotis(Temminch)ヒ ヨ ドリ

林内に広 く周年生息 し,夏 期は群にな らないが,冬 期ぼ10～15羽 の 群で,ヌ ル デの実や カキの実を

食べ に くる し,オ オ シマザ クラの新芽を食べ ることもあ る。 この地方では ヒヨと呼 んで いる。

Muscicapidaeヒ タキ科

Terpsiphoneatrocaudataatrocaudata(Eyton)サ ソ コウチ ョウ

白井 ・松本 は1942～3年 数 羽を観察 した と述 べている。22.vi.64長 治 谷 付近 で観 察。

MiscicapalatirostrislatirostrisRafflesコ サ メ ビタキ

11。vi.中 ノ ツボの ミズメ15.16.vi.69芦 生 の ケヤキ ・キ ハダに巣をみつけ る。雛 は4羽

観察は6月 上 ・中旬Y'集 中 している。

Miscicapagriseisticta(Swinhoe)エ ゾ ピタキ

1942～3年4月 下 旬 白井 ・松 本

MuscicapasibiricasibiricaGmelinサ メ ビタキ

22・ix・ 中 ノ ツボ19.x.二 の谷12.xi.69芦 生 春 と秋に しか観察で きない ことは,渡 り

の途 中の ものか も知れない。
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MuscicapanarcissinanarcissinaTemminchキ ピタキ

5月 上 旬 よ り7月 下 旬まで,さxず りを聞 くことがで きる。 さxず りはス ギ林 内のホオ ノキな どの

広葉 樹の梢で行な うことが多い。

MuscicapacyanomelanacyanomelanaTemminckオ オ ル リ

4月 下旬に渡 来 し,9月 下 旬 まで観察 できる。 さxず りは6～7月 に よく聞かれ るが,上 谷,下 谷,

本 流の谷沿いに多 い。

Sylviidaeウ グイス科

PhylloscopustenellipesSwinhoeエ ゾ ムシクイ

1941～3年4月 下 旬 渡 りの途中 白井 。松本(の)著者 らはまだ確認 していない。

PhylloscopusborealisxanthodryasSwinhoeメ ボ ソムシクイ

11.vii.68野 田畑谷11.vii.中 山28.vii.一 の 谷19.viii.内 杉 谷17.x.,12.xi.

69芦 生 白井 ・松本(の)は渡 りの途 中の もの としているが,夏 期 の観察 が多い ことか ら,繁 殖 してい

る ものがあるか も知れない。

Phylloscopusoccipitaliscoronatus(Temminck&Schlege1)セ ンダイ ム シクイ

4月 下旬Y'渡 来 し,6月 下 旬 まで観察で きる。

Cettiadiphonecantans(TelnmincketSchlegel)ウ グイス

初 鳴 きは3月23日,8月 下 旬まで さ}xず る ものがある。 周年 生息す るが,冬 期は演習林南部へ移動

す る よ うであ る。

UyosphenasquameicepssquameicepsSwinhoeヤ ブサ メ

5月 下旬か ら7月 中旬にかけて,よ く鳴 き声 を きくことがで きるが,観 察す ることはむつか しい。

Turdidaeツ グ ミ科

TurdusdaumatoratugumiMomiyamaト ラ ツグ ミ

5月 中旬か ら6月 下旬 にかけ て,芦 生 ・長 治谷で夜,鳴 き声 をき くこ とがで きる。 また,曇 った 日

には昼間で も鳴 くことが ある。

Turdussibiricusdavisoni(Hume)マ ミジ ロ

1942年4月 下 旬,白 井 ・松本 著(ヨラ)者らはまだ確認していない。

TurduspallidusGmelinシRバ ラ

11月 中旬に渡来 し,3月 下 旬に渡来す る。雪 の中で最 も よく観察 できる もので,ツ ルマサキ,ヌ ル

デ,ヤ マ ウル シ,カ キな どの実を食べに飛来す る。家屋 に入 って くることも多い。

TurduschrysolauschrysolausTemminckア カハ ラ

11月 上 旬 よ り3月 下旬にみ られ るが,シ ロハ ラに くらべ て著 しく少ない。

TurdusnaumannieunomusTemminckツ グ ミ

11月 中旬に渡来 し,数10羽 の 群で,コ シアブ ラの実な どを食べ に くるが,1～2月 には分散 し,数

羽で ヌルデ,ヤ マ ウル シ,カ キな どの実を食べに くる。

Saxicolatorquatusstejneger(Parrot)ノ ビタキ

13.iv.野 田畑23.ix.芦 生1.x.69長 治谷 春,秋 の渡 りの途中 と思われ る。

Erithacuscyanuruscyanurus(Pallas)ル リ ビタキ

11月 中旬に渡来 し,3月 下 旬 まで滞在す る。 ヤマウル シ,ツ ルマサキ,ヌ ル デの実を食べ る ものが

観察 で きる。

Phoenicurusauroreusauroreus(Pallas)ジ ョウビタキ

10月 下 旬に渡来 し,3月 下 旬まで滞在,雪 の中でみか け られ る最 も普通の鳥,家 屋 に とび こんだ り・
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窓 を た た く こ と も 多 い 。 イ チ イ,ツ ル マ サ キ,ヌ ル デ の 実,ス ス キ の 穂 を 食 べ る も の が 観 察 で き る 。

E'yithacusakahigeakahige(Temminck)コ マ ド リ

4.vii.68ヶ ヤ キ 坂

Erithacuscyane(Pallas)コ ル リ

23.iv。67カ ズ ラ谷a1羽 を 確 認 し て い る の み 。

Pyunellidaeイ ワ ヒバ リ科

乃 ・unellarubidarubida(Temminck&Schlege1)カ ヤ ク グ リ

31.x.オ ・オ ノ 谷11.xi.69ヒ ツ ク ラ 谷

乃 ・oglodytidaeミ ソ サ ザ イ 科

TroglodytestroglodytesfumigatusTemminckミ ソサ ザ イ

周 年 生 息 し,内 杉 谷,上 谷,本 流 筋 に み ら れ る 。 積 雪 期Y'は 人 家 の 近 くへ き て,薪 小 屋 や 家 屋 に 入

りこ む こ と が あ る 。

Cinclidaeカ ワ ガ ラ ス 科

CincluspallasiihondoensisMomiyamaカ ワ ガ ラ ス

周 年 生 息 し,内 杉 谷,ヒ ツ ク ラ 谷,由 良 川 本 流 に い つ も み ら れ る 。

紐7吻 読 痂 ぬ θ ツ バ メ 科

HiyundorusticagutturalisScopoliツ ノミメ

芦 生 の 民 家 へ は4月 上 旬 に 渡 来 し,9月 下 旬 に 渡 去 す る 。H.dauricajaponicaTemminck&

Schlege1コ シ ァ ヵ ツ バ メ は 知 井 中 村 ま で し か 分 布 し て い な い 。

Delichonurbicadasypus(Bonaparte)イ ワ ツ ノミメ

30.ix.69三 国 峠

Cypseliア マ ツ バ メ 目

Apodidaeア マ ツ バ メ 科

Chaeturacaudacutacaudacuta(Latham)ハ リ オ ア マ ツ バ メ

30.ix.,3.x.69三 国 峠

Capyimulgiヨ タ カ 目

Caprimulgidaeヨ タ カ 科

・CaprimulgusindicusiotakaTemminck&Schlege1ヨ タ カ

5月 下 旬 か ら7月 中 旬 ま で,長 治 谷 お よ び 芦 生 で ,よ く鳴 き 声 を き く こ とが で き る 。

Coraciaeブ ッポ ウ ソ ウ 目

Coraciidaeブ ッ ポ ウ ソ ウ 科

EurystomusorientalisabundusRipleyブ ッ ポ ウ ソ ウ

1956年6月20日 長 治 谷 付 近 で 拾 わ れ た も の が,標 本 と し て 保 存 さ れ て い る 。11.vii.69野 田

細 峠 で2羽,17.vii.69野 田 畑 峠1羽,27.v.70池 の 谷1羽 を 観 察,芦 生 ～ 田 歌N和 間

の 電 柱 の 穴 は ブ ヅポ ウ ソ ウ の も の の よ うで あ る 。

Halcyonesヒ ス イ 目
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Alcedinidaeカ ワセ ミ科

CeryleZugubrislugubris(Temminck)ヤ マ セ ミ

周年生 息 し,内 杉谷 竜王橋付近,中 山付近の林道の法面Y'営 巣 してい る。 内杉谷,中 山,岩 谷 本

流筋 でか な りよ く観察で きる。

AlcedoatthisbengalensisGmelinカ ワセ ミ

24.vi.68芦 生io.v.69長 治谷19.i.70芦 生

Halcyoncoromandamajor(Temminck&Schlege1)ア カ シ ョウ ビン

5月 中旬か ら7月 下旬 まで,下 谷,枕 谷,上 谷な どで,よ く特徴のあ る鳴 き声を き くことが できる。

Piciキ ツ ツキ 目

Picidaeキ ツ ツキ科

PicusawokeyaawokeraTemminckア オ ゲラ

林 内に広 く周年生息す る。 ヌルデ,ヤ マ ウル シ,カ キの実を食べ る。

1)endrocoposmajorhondoensis(Kuroda)ア カ ゲラ

林 内に広 く周年生息す る。30.v.69ケ ヤ キ坂のイ タヤカエデの生立木 の枯枝(直 径20cm)に

穴 を あけ営巣。冬期に は シイタ ケの槽木 をつつ くことが多い。

Dendrocoposleucotosstejnegeri(Kuroda)オ オ アカゲ ラ

アカゲラ よ りも少 ないが,林 内に広 く周年生息す る。

1)sndrocoposkizukinippon(Kuroda)コ ゲ ラ

林 内に広 く周年生息 し,よ く観察 できる。落葉後 にはエナガ,シ ジ ュウカ ラ,ヤ マ ガラにま じって

飛来 しヤマ ウル シの実な どを食べ る。

Cuculiホ ト トギス 目

Cuculidaeホ ト トギス科

CuculuscanorustelephonusHeineカ ッコウ

5月 中旬Y'渡 来 し,6月 下 旬 まで鳴 き声を き くことが できるが,ツ ッ ドリ,ホ トトギスに くらべて

少 ない。

CuculussaturatushorsfieldiMooreツ ツ ドリ

4月 下旬か ら6月 下旬 まで,林 内 どこでも鳴き声 を きくことがで きる。

CuculuspoliocephaluspoliocephalusLathamホ ト トギス

ツツ ドリよ りもおそ く5月 下旬に渡来 し,8月 上 旬 まで鳴 く。 カ ッコウ,ツ ッ ドリよ りも多 い よ 到

に思われ る。

CuculusfugaxhyperythrusGouldジ ュ ゥイチ

5月 上旬に渡来,6月 下 旬 まで鳴 き声を き くことが できるが,芦 生付近,内 杉谷,大 谷 な ど一部 に.

限 られてい る ようであ る。

Strigesフ ク ロウ 目

Strigidaeフ クロウ科

OtusscopsjaponicusTemminck&Schelgelコ ノハズ ク

5月 下旬 か ら8月 上 旬まで,長 治谷,上 谷 な どで連 日,鳴 き声を よくき くことがで きる。夜鳴 くこ

とが多いが,晴 れた 日中に も鳴 くことがあ る。
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Strixuralensishond・ensis(Clark)フ ク ・ ウ

芦 生 付 近 に は 周 年 生 息 し て い る 。

Accipitresワ シ タ カ 目

Accipitridaeワ シ タ カ 科

gpixaetusnipalensisorientalisTelnminck&Schlege1ク マ タ カ

23.v.ヒ ツ ク ラ 谷21。ix.69内 杉 谷19.v.70池 の 谷 内 杉 谷,上 谷,枕 谷 で 時h察

され て い る 。

Accipitergentilisfujiyamae(Swann&Hartert)オ オ タ カ

11.vi.中 ノ ッ ボ30.vi.69扇 谷

Milvusmigranslineatus(Gray)ト ビ

周 年 生 息 し,芦 生 で は ハ シ ボ ソ ガ ラ ス と け ん か す る こ と が あ る 。

Butasturindicus(Gmelin)サ シ バ

4月 中 旬 か ら7月 中 旬 ま で,芦 生,内 杉 谷 で よ く観 察 で き る 。

Anseresガ ン カ モ 目

Anatidaeガ ソ カ モ 科

AixgalericulataLinnaeusオ シ ド リ

11月 上 旬 か ら1月 下 旬 ま で,芦 生 一 七 瀬 の 由 良 川 本 流 ぞ い の 淵 な ど に 数 羽 ～20羽 く ら い で み られ

る 。

Tubinaresガ ン ビ 目

Procellariidaeミ ズ ナ ギ ド リ科

Calonectrisleucomelas(Temminck)オ オ ミズ ナ ギ ド リ

14.xi.67芦 生 な ど 例 年11～12月 に 落 下 保 護 さ れ る も の が あ る 。

Pygopodesア ピ 目

Gariidaeア ビ科

Colymbusarcticusviridigularis(Dweight)オ オ ハ ム

1936年 こ ろ 保 護 さ れ た と い わ れ る 標 本 が 芦 生 演 習 林 事 務 所 に 残 さ れ て い る 。

Columbaeハ ト 目

Columbidaeハ ト科

Streptopeliaorientalisorientalis(Latham)キ ジ バ ト

周 年 林 内 に 広 く生 息 し,個 体 数 も 多 い 。

Sphenurussieboldiisieboldii(Temminck)ア ォ バ ト

5月 下 旬 よ り11月 上 旬 ま で,ケ ヤ キ 坂,上 谷,下 谷,枕 谷 な ど で 観 察 で き る 。10羽 く ら い の 群 で 移

勤 す る 。2.ii.71芦 生

Limicolaeシ ギ 目

Charadriidaeチ ド リ科
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CharadriusplacidusjaponicusMishimaイ カルチ ドリ

演 習林 内ではないが,10.iii.70江 和 雪の中の 田んぼや道路を歩 く2羽

Galliジ ュ ソケイ 目

Phasianidaeキ ジ科

PhasianuscolchicustohkaidiMomiyamaキ ジ

4.iv.69芦 生 部落付近 に きわめてわずか生息す る。

PhasianussoemmerringiiscintillansGouldヤ マ ドリ

周年生息 し,造 林地内で巣が見つか ることも多いが,抱 卵数は3卍6個 であ る。

以上,82種 の 鳥類 を芦 生演 習林 お よび1接 地域で記録する ことがで きた。芦生演習林を中心 とす る

芦生原生林が鳥類の生息 ・繁殖地 として重要 な役割 をはた している ことが強調 され る。

と くに,ハ ギマシコ,ミ ヤマホオジ ロ,ゴ ジ ュウカ ラ,サ ンコウチ ョウ,エ ゾピタキ,エ ゾムシク

イ,メ ボソムシクイ,マ ミジロ,ノ ビタキ,コ マ ドリ,ブ ッポ ウソウ,ヤ マセ ミ,カ ワセ ミ,ジ ュウ

イチ,コ ノハ ズク,ク マタカ,オ オ ミズナギ ドリ,イ カル チ ドリなどが確認 され た ことは注 目され よ

う。

しか し,繁 殖 してい るか ど うか確認 されて いるものが少 ないことは,今 後,繁 殖 の確認 が必要 にな

る ことを示 して いる。

2.線 セ ンサスに よる個体数調査

巾50mに よ る線セ ンサスの結果 は表1に 示 したが,観 察 できた種類C>個 体数 は池 の谷長 治谷 コ

ースで1969年 度 は0 .9,0.9/ha,1970年 度 は1.3,2.1/ha,長 治 谷一 杉尾峠 コースで1969年0.8,

2・1/ha,1970年0.8,2.2/ha,杉 尾 峠一横 山峠 コースで,1969年0.3,0.4,1970年0.4,0.7/ha

で あ った。種 類数,個 体数 ともに多 くないが,そ れで も長治谷一杉尾峠の沢沿 いの コースが最 も鳥類

が 多い といxそ うであ る。'

ま た,観 察個体数 が多 くないので,優 占度を示 して も意味は少ないが,池 の谷一長治谷 コースでウ

グイス,長 治谷一杉尾峠 コースでオオル リ,ウ グイス,ヒ ヨ ドリ,ア オ ゲラ,ア カゲラ,キ ジバ ト,

ア オバ ト,杉 尾峠一横 山峠 コースでア カシ ョウ ビン,カ ケス,オ オル リな どが多い とい える。

いずれに しろ,線 セ ソサスは調 査月 日や天候,時 間,調 査 のための移動速度な どに よって,大 きな

変動 をもた らす のであるか ら,調 査回数を多 くする ことや,固 定 区域 セ ソサスに よっての生息数 の推

定 を行 な う必 要 もあろ う。

3・ 摂 食 物 調 査

20種25例 の ぞ嚢 内の摂食物は表2に 示 した。摂食物は生息場所や季節な どY'よ って変化す るので

あ るか ら,こ れ ら少ない調査例か ら,そ の種 の食性 を断定 して しま うことはで きな い が,摂 食 物 中

に砂 粒が含 まれている ことは興味が ある。砂粒 は摂食物 のか な りの重量割 合を占 め て い る こ とが あ

り,ハ ギマ シコでは摂 食物乾重470mgの うち砂粒は:1カ ヤ クグ リでは160mgの うち40m9・

155mgの う ち25mg,カ ヶ スで3080mgの うち30mg,1350mgの うち140mg,ヤ マ ドリでは

13925mgの うち6380m9,カ ワ ガラスで は490mgの うち140mgが 砂 粒,小 石であ った。 と くYこ・

ヤマ ドリでは149の うち6.49が 砂 粒で あ って,そ の粒径 は種類 に よって,ほ ぼ一定 してい るので,
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表2摂 食 物

Tab.2.Foodcontentsingizzardsofbirds

SpeciesWeight°fDateContents
contentsmg

ハ ギ マ シ コ6 .ii.69470種 子390㎎ 砂粒80mg

カ ヤ ク グ リ31.x.69160種 子120㎎ 砂 粒40㎎

〃11 .xi.69155種 子130㎎ 砂 粒25mg

コ サ メ ビ タ キ11.vi.6922ア ブ 成 虫220㎎

〃12 .vi.6935双 翅 目昆 虫535㎎
,

サ メ ビ タ キ22.ix.6925甲 虫類 成 虫25㎎

ア カ ゲ ラ12.vii.6975甲 虫 成 虫75㎎

コ ゲ ラ12.vL69212カ ミキ リム シ幼 虫2mg,蛾 幼 虫25㎎ ゾ ゥム シ幼 虫4㎎ 双 翅 類 幼 虫20185㎎

オ オ ア カ ゲ ラ12.vii.6985ヨ ツ ボ シ ク チ キム シ2,シ ョウジ ョウバ エ成 虫165mg,種 子2420㎎

ア オ ゲ ラ7.x.69190種 子100㎎ ヤ マ トシ ロ ァ リ多数90㎎

〃2,038ヌ ル デ 種 子1432G35㎎ ア リ13㎎

ル リ ビ タ キ11.xii.6932種 子30㎎ ヒ メ ミミズ?12㎎

カ ケ ス11.ii.703,080ヵ キの 実3040mgヵ メム シ成 虫110mg砂 粒30mg

〃11 .xi.691,350カ キの 実1210mg砂 粒140㎎

ゴ ジ ュ ウ カ ラ24.vi.69101ヵ メム シ成 虫26㎎ ゾ ゥ ム シ,コ ガ ネム シ95mg

メボ ソム シク イ16.VI.6920鞘 翅 目,双 翅 目 昆 虫20㎎

〃17.x.6910植 物 質 の もの10㎎

〃11.VI1.6920〃20mg

キ ジ バ ト2.xi.69550種 子550mg

キ バ シ リ19.vi。6920鞘 翅 目昆 虫20mg

オ オ ル リ ♀27.v.69189ジ ョウカイポ ン成 虫 ユ75㎎ コメツキダマ シ成 虫,17㎎ ク モ13㎎,蛾 幼 虫,14㎎

ヤ マ セ ミ ♂6.xi.69605ア ヵ ザ1600㎎.カ ワ ゲ ラ幼 虫25mg

カ ワ ガ ラ ス11.ii.69490魚 類280㎎ 貝45㎎ 種 子265㎎ 砂 粒140mg

ヒ ヨ ド リ19.xi,69725種 子19720㎎ 鞘 翅 目昆 虫成 虫15㎎

カ シ ラ ダ カ ♂21.X.69535種 子67535mg'

ヤ マ ド1,♂11.xi.6913,925テ ンナ ン シ ョウ実29,く だ け た もの 多 数2755mgス ゲ 類,シ ダ類 葉60㎎

種 子4730㎎ 砂 粒6380㎎

"♀1.ii.654,… ジ ・ ウ モ ン ジ シ 茗 タ ニ イ ヌ ワ ラ ビ4° °°・・(砂 粒 に つ レ'て は不 明)

(Dry切`.)

砂粒をひろって食べているものと思われる。 鳥類の食性を調査したものは多 く,小 島,和 田(の)は63種

500例 の摂食物調査例を示 しているが,摂 食物中に含まれる砂粒Y'つ いては述べていない。摂食物中

に含まれる砂粒については小島(の)がカワラヒワ,ウ ソ,ホ オジロに硅質の砂粒の入っていること,こ れ

ら砂粒の入っているものは植物質(穀 類,種 子類など)を 摂食することを示す と述べているだけのよ

うであるが,カ ワガラスのように主として動物質のものを摂食しているものに も含まれているので,

摂食物調査には砂粒が入 っていたかどうか記録しておく必要があろう。

また,カ ラーメソッド(首 輪法(の))Y'よると,砂 粒は全 くみとめられないとい うことであるか ら,雛

の摂食物が動物質に限られている問は砂粒は摂食しないのか,巣 立ちしてから自分で摂食するのかに

ついて も,よ り検討される必要があろ う。
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Résumé

 82 species of bird are recorded in and around the Ashu Experimental Forest of Kyoto University 

at Ashu, Miyama-cho, Kitakuwada gun, Kyoto prefecture. 

 Investigations on individual numbers by mean of the line transect method were carried out in 

May, 1969 and 1970, results showed  0.3-2.2 per hectare in natural mixed forest. 

 Food contents in the gizzards of 20 species of bird were examined and it is interesting that grits 

were found in the gizzards of Garrulus glandarius japonicus, Leucosticte arctoa brunneonucha,  Prunella 

rubida rubida, Cinclus pallasii hondoensis and Phasianus  soemmerringii scintillans.






